
鉄道端末トリップとは，わたしたち

が駅に行くまで，あるいは駅を降りて

からの移動をいいます。また，鉄道端

末トリップにおける手段を鉄道端末手

段といいます。（p.1「トリップとは」

参照）

鉄道端末手段の割合をみると，徒歩
は増加を続けているのに対して，バス
は平成2年から平成12年の10年間で
4.3％の減少，昭和55年からの20年
間では15％以上減少しています。こ

の背景の一つとして，地下鉄などの鉄

道整備により，最寄り駅が近くなった

ことが考えられます。（図14）

京都市の主な駅での鉄道端末手段構

成をみると，それぞれの駅で特徴があ

ることが分かります。

例えば，京都市交北大路駅ではバス

の利用割合が4割近くと他の駅に比べ

て高くなっています。

京阪電鉄出町柳駅やJR山科駅では

自転車の割合が2割近くと，他の駅と

比べて高くなっています。

京都市の都心部に位置する京都市交

烏丸御池駅や京都市交四条駅や阪急烏

丸駅では徒歩の割合が9割以上となっ

ており，他の駅と比べて高くなってい

ます。

これらの背景としては，それぞれの

駅周辺の土地利用の状況，バス路線や

バス停の状況など，とりまく環境が異

なっているためと考えられます。

（図15）

（3）鉄道端末の人の動き
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凡　例�
バス� 自家用自動車�タクシー・ハイヤー�自動二輪・原付� 自転車� 徒歩�

昭和５５年�

平成２年�

平成１２年�

１，００４�
（１００.０）�

合計�

１，１４７�
（１００.０）�

１，２５０�
（１００.０）�

２９０�
（２８.９）�

２０１�
（１７.５）�

１６５�
（１３.２）�

４０�
（４.０）�

７５�
（６.６）�

９８�
（７.９）�

６１９�
（６１.６）�

８０１�
（６９.８）�

９２３�
（７３.９）�

１０（１.０）�１３（１.３）�
３１（３.１）�

２１（１.８）�１６（１.４）�
３３（２.８）�

１８（１.４）�２３（１.８）�
２２（１.８）�

単位：千人トリップ／日�
（　）内は鉄道端末手段構成比：％�〈発生集中量〉�

図14 京都市における鉄道端末手段構成の推移（昭和５５年～平成１２年）

図15 京都市の主な駅での鉄道端末手段構成（平成１２年）

京都市における発生集中量の手段構

成をみると，昭和55年から平成12

年にかけて自動車の利用割合が増加し
ているのに対し，徒歩の割合は減少し
ています。この背景の一つとして，世

帯の自動車保有台数の増加や免許保有

の進展により，自動車利用が進んでき

たことが考えられます。

また，鉄道や二輪の利用割合につい

ては，自動車と同様に増加しています

が，バスの利用割合は減少しています。

（図10，11，12）

（1）代表交通手段別発生集中量

京都市における地域別の発生集中量

の手段構成をみると，都心部において
は鉄道の利用割合が2割以上と，他の
地域に比べて高くなっています。
また都心部や北部では，他の地域に

比べて，バスの利用割合が高くなって
います。この背景の一つとして，都心

部では鉄道路線やバス路線が密に整備

されていることや，北部には鉄道路線

が少ないため，バスに依存しているこ

とが考えられます。（図13）

（2）地域別代表交通手段別
発生集中量
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手段からみた人の動き

凡　例�
鉄道� バス� 自動車� 二輪� 徒歩�

昭和５５年�

平成２年�

平成１２年�

８，０８０�
（１００.０）�

合計�

７，７８３�
（１００.０）�

７，６８４�
（１００.０）�

１，００４�
（１２.４）�

１，１４７�
（１４.７）�

１，２５０�
（１６.３）�

８０２�
（９.９）�

５３３�
（６.８）�

４１９�
（５.５）�

１，８０３�
（２２.３）�

２，０５９�
（２６.５）�

２，１６３�
（２８.２）�

１，５６３�
（１９.３）�

１，７９７�
（２３.１）�

１，９８１�
（２５.８）�

２，９０３�
（３５.９）�

２，２４２�
（２８.８）�

１，８６７�
（２４.３）�

単位：千人トリップエンド／日�
（　）内は代表交通手段構成比：％�〈発生集中量〉�

図10 京都市における発生集中量の手段構成の推移（昭和５５年～平成１２年）

図13 京都市における地域別の発生集中量の手段構成（平成１２年）

注）鉄道端末トリップ数は，第4回京阪神都市圏パーソントリップ調査（京阪神都市圏に住む
人を対象とした調査）からの集計値であり，別調査である鉄道統計年報（利用者全体を対
象とした調査）等で示されている値と必ずしも一致しません。

■自動車，鉄道，二輪の利用は増加

■一方で徒歩は減少

■都心部で多い鉄道利用

■バスは都心部や北部で多く利用

■駅に行くまで，あるいは
駅を降りてからの交通手段
としては，徒歩が増加傾向

昭和５５年�

単位：千世帯�
（　）内は世帯構成比：％�

５１６�
（１００.０）�

平成２年� ５６８�
（１００.０）�

平成１２年� ６０６�
（１００.０）�

凡　例�
１台� ２台� ３台以上�持っていない�

１９９�
（３８.６）�

２７１�
（４７.７）�

２７２�
（４４.９）�

３６�
（６.９）�

６２�
（１０.８）�

７６�
（１２.６）�

１５�
（２.９）�

１５�
（２.６）�

２５�
（４.１）�

２６６�
（５１.６）�

２２１�
（３８.９）�

２３３�
（３８.５）�

図11 京都市における
自動車保有台数別世帯数の推移
（昭和５５年～平成１２年）

男性�

女性�

免
許
保
有
率�

（％）�

昭和５５年� 平成２年� 平成１２年�
０�

１０�

２０�

３０�

４０�

５０�

６０�

７０�

８０�

６５.５�

７４.５�
７８.０�

１８.０�

２９.９�

４２.４�

図12 京都市における
免許保有率の推移
（昭和５５年～平成１２年）

凡　例�

鉄道（ＪＲ）�

鉄道（地下鉄）�

鉄道（その他私鉄）�

バス路線�

京都市�
北部�

京都市�
西部�

京都市�
南部�

京都市�
東部�

京都市�
都心部�

凡　例�
鉄道� バス� 自動車� 二輪� 徒歩�

単位：千人トリップエンド／日�
（　）内は代表交通手段構成比：％�

京都市�
北部�

京都市�
都心部�

京都市�
東部�

京都市�
南部�

京都市�
西部�

１，４９３�

合計�

１９５�
（１３.１）�

２，３４２�
５９０�
（２５.２）�

７４１�
１０１�
（１３.６）�

１，６４５�
２８７�
（１７.４）�

１，４８４�
１７０�
（１１.５）�

１１８�
（７.９）�

５０６�
（２１.６）�

２５９�
（３４.９）�

３９�
（２.４）�

４２０�
（２８.２）�

１６５�
（７.０）�

１６４�
（２２.１）�

５４０�
（３２.８）�

４４７�
（３０.１）�

４１６�
（２７.９）�

５０６�
（２１.６）�

１９５�
（２６.３）�

３８８�
（２３.６）�

４４１�
（２９.７）�

３４２�
（２２.９）�

５７３�
（２４.５）�

３９０�
（２３.７）�

３５１�
（２３.６）�

２２（２.９）�

７６（５.１）�

〈発生集中量〉�

凡　例�
バス� 自家用自動車�タクシー・ハイヤー�自動二輪・原付� 自転車� 徒歩�

鉄道端末手段構成：％� 合計�
（千人トリップ／日）�

〈乗降計〉�

ＪＲ 京都�

阪急 桂�

京都市交 四条�

阪急 河原町�

阪急 烏丸�

京阪電鉄 出町柳�

阪急 西院�

京都市交 北大路�

ＪＲ 山科�

京都市交 烏丸御池�

１０２�

５８�

４６�

４２�

３８�

３７�

３６�

３５�

３１�

３０�

２１.６� ３.９� ６８.９�

３５.６� １２.９�６.２� ４０.２�

４.８� ９４.６�

４.２� ７１.３�２０.５�

９４.２�３.６�

２４.３� １８.７�４.８� ４６.１�

２３.２� １３.４� ５８.１�

３９.４� ４.９� ５１.３�

１９.２�４.０�１０.１� ６１.６�

３.１� ９５.３�

３.０�１.８�
０.８�

０.３�０.２�
０.０�０.１�

０.５�

４.１�１.１�

２.０�１.６�

０.０�０.７�
１.３�０.２�

３.０�３.２�

１.８�１.４�
２.１�

０.６�２.２�
１.６�

２.６�
２.５�

０.７�０.２�
０.６� ０.０�



京都市に居住する人の徒歩による生

成原単位をみると，市内の全ての地域
において昭和55年から平成12年に
かけて減少していることが分かりま
す。この背景の一つとして，免許保有

の進展や自動車保有の増加（図11，

図12参照）により，移動手段として

徒歩から自動車への転換が起こってい

ることが考えられます。

京都市内の地域別にみると，都心部
では平成12年で0.78トリップ／人
日と，他の地域に比べて高くなってい
ます。この背景の一つとして，生活に

必要な施設が身近なところに集積して

整備されており，歩いても容易にそれ

らへ行くことができることが考えられ

ます。（図17）

（5）地域別にみた徒歩の
生成原単位の推移
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図17 京都市における地域別の徒歩の生成原単位の推移（昭和５５年～平成１２年）

京
都
市
北
部�

出勤� １５８�
（１００.０）�

凡　例�
鉄道� バス� 自動車� 二輪� 徒歩�

合計�
単位：千人トリップエンド／日�
（　）内は代表交通手段構成比：％�〈発生集中量〉�

登校� １４７�
（１００.０）�

自由� ４３９�
（１００.０）�

業務� １５０�
（１００.０）�

帰宅� ５９８�
（１００.０）�

京
都
市
都
心
部�

出勤� ３２０�
（１００.０）�

登校� １１２�
（１００.０）�

自由� ６９５�
（１００.０）�

業務� ３８５�
（１００.０）�

帰宅� ８２９�
（１００.０）�

京
都
市
東
部�

出勤� １０３�
（１００.０）�

登校� ４８�
（１００.０）�

自由� ２０９�
（１００.０）�

業務� ７１�
（１００.０）�

帰宅� ３１０�
（１００.０）�

京
都
市
南
部�

出勤� ２５６�
（１００.０）�

登校� １１５�
（１００.０）�

自由� ４０３�
（１００.０）�

業務� ２０１�
（１００.０）�

帰宅� ６７０�
（１００.０）�

京
都
市
西
部�

出勤� １９８�
（１００.０）�

登校� １１４�
（１００.０）�

自由� ４１１�
（１００.０）�

業務� １３９�
（１００.０）�

帰宅� ６２２�
（１００.０）�

京
都
市
計�

出勤� １,０３５�
（１００.０）�

登校� ５３７�
（１００.０）�

自由� ２,１５７�
（１００.０）�

業務� ９４６�
（１００.０）�

帰宅� ３,０３０�
（１００.０）�

３２�
（２０.１）�

１６（１０.０）�
５５�

（３４.７）�
４２�

（２６.８）�

４２�
（２８.７）�

４６�
（３１.０）�

４４�
（２９.８）�

３０�
（６.８）�

３８�
（８.６）�

１２４�
（２８.３）�

１３０�
（２９.６）�

１１７�
（２６.６）�

８４�
（５５.９）�

２８�
（１８.５）�

２４�
（１５.９）�

８３�
（１３.９）�

４８�
（７.９）�

１５３�
（２５.６）�

１７０�
（２８.５）�

１４４�
（２４.１）�

１２２�
（３８.１）�

２８�
（８.８）�

６０�
（１８.８）�

８１�
（２５.２）�

２９�
（９.１）�

３８�
（３３.７）�

３９�
（３４.５）�

９９�
（１４.２）�

５６�
（８.１）�

１２３�
（１７.７）�

１６６�
（２３.９）�

２５１�
（３６.１）�

３９�
（１０.１）�

１７６�
（４５.７）�

７２�
（１８.８）�

８５�
（２２.０）�

２０９�
（２５.２）�

６２�
（７.４）�

１４５�
（１７.５）�

２２７�
（２７.４）�

１８７�
（２２.５）�

２７�
（２６.２）�

４２�
（４０.６）�

２４�
（２２.９）�

８�
（８.３）�

２７�
（５６.２）�

１６�
（７.８）�

６�
（２.８）�

６７�
（３１.９）�

５５�
（２６.１）�

６５�
（３１.２）�

５０�
（７０.２）�

４４�
（１４.１）�

９�
（２.８）�

９９�
（３１.９）�

７２�
（２３.３）�

８７�
（２７.９）�

７６�
（２９.６）�

９５�
（３７.１）�

６５�
（２５.２）�

１５�
（６.０）�

３４�
（２９.５）�

５７�
（４９.８）�

４１�
（１０.１）�

１１�
（２.６）�

１１５�
（２８.５）�

１１２�
（２７.８）�

１２５�
（３０.９）�

１３４�
（６６.８）�

２４�
（１１.９）�

２７�
（１３.４）�

１２４�
（１８.５）�

１６�
（２.４）�

１９３�
（２８.８）�

１７１�
（２５.５）�

１６６�
（２４.８）�

４３�
（２１.８）�

６７�
（３３.８）�

６３�
（３１.６）�

２２�
（１８.９）�

５８�
（５０.５）�

２３�
（５.７）�

２１�
（５.１）�

１２１�
（２９.３）�

１３６�
（３３.０）�

１１０�
（２６.８）�

９１�
（６５.９）�

２５�
（１８.３）�

７６�
（１２.２）�

３２�
（５.１）�

１６５�
（２６.５）�

１９４�
（３１.２）�

１５６�
（２５.０）�

３００�
（２８.９）�

３１９�
（３０.８）�

２７４�
（２６.４）�

１４４�
（２６.９）�

２２５�
（４１.９）�

２０９�
（９.７）�

１３１�
（６.１）�

５４９�
（２５.４）�

５９９�
（２７.８）�

６６８�
（３０.９）�

５３６�
（５６.６）�

１５５�
（１６.４）�

１５７�
（１６.５）�

５３６�
（１７.７）�

１６５�
（５.５）�

７５４�
（２４.９）�

８３５�
（２７.５）�

７３９�
（２４.４）�

１３（８.４）�

４（２.９）�１１（７.６）�

６（４.０）�８（５.４）�

３（２.３）�７（５.９）�

２６（２３.６）�

１３（３.２）�

２（２.０）�

３（６.３）�９（１８.３）�

８（１６.５）�１（２.６）�

２（３.３）� ８（１１.３）�５（６.５）� ６（８.０）�

５（２.１）�

３（２.７）�４（３.９）�

１６（１４.１）�

１２（６.０）�

３（１.５）�

１１（５.７）� １４（７.２）�

３（２.５）�９（７.４）�

２４（２０.６）�

３（２.１）�６（４.４）�

１３（９.４）�

６３（６.０）� ８０（７.８）�

１４（２.６）�３４（６.３）�

１２０（２２.３）�

７０（７.４）�

２７（２.８）�

京都市全体における目的別の発生集

中量の手段構成をみると，出勤や業務

では自動車が，登校や自由では徒歩の

割合が他の手段に比べて高くなってい

ます。

京都市における地域別の手段構成を

みると，都心部では出勤や登校目的に

おいて鉄道の利用割合が3割以上と他

の地域に比べて高くなっています。ま

た自由目的においては，徒歩の利用割

合が3.5割以上と高くなっています。

（図16）

（4）地域別目的別代表交通手段
別の発生集中量
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図16 京都市における地域別の目的別発生集中量の手段構成（平成１２年）

■自由目的で多い徒歩の利用

■都心部で多い徒歩の利用
■徒歩の生成原単位は減少傾向

京都市の集中量について，距離帯別

の手段構成の推移をみると，0～

1kmにおいては，昭和55年から平成

12年にかけて徒歩の割合が最も高く

なっていますが，その量・構成比は

年々減少していることが分かります。

一方で，二輪については，平成2年か

ら平成12年の10年間で，量・構成

比ともに増加しています。

1～2kmにおいて，昭和55年では

徒歩の割合が約5割と他の手段に比べ

て最も高く，自動車は約1割となって

いましたが，平成12年においては徒

歩が4割以下へと減少し，自動車が

1.5割以上へと増加しています。

2～10kmにおいて，バスの利用割

合が昭和55年から平成12年にかけ

て減少しているのに対して，自動車・

二輪は増加していることが分かりま

す。

10km以上において，鉄道の利用

割合が他の手段と比べて高くなってい

ます。（図18）

（6）距離帯別にみた代表交通
手段別集中量の推移

■短い距離帯の徒歩トリップは減少

■徒歩から自動車・二輪への手段
転換が行われている

図18 京都市の集中量における距離帯別の手段構成の推移（昭和５５年～平成１２年）
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